
２．募集件数　15名の方から89件

№ 寄せられた意見の要旨 意見に対する考え方

1

運動ができる体育館が欲しい。 ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、体育館は設けないこととしており
ます。
福祉ゾーンに再整備する施設内のホールにおいて、運動を含めたどう
いった活動まで可能とするのかにつきましては、今後の設計段階にお
いて、設備や仕様等の検討とあわせて検討させていただきます。
なお、市内には、市立体育館と19箇所の地域スポーツ会館がありま
す。また、市立小中学校の体育館では、学校開放を行っております。
いずれの施設も市民の皆様にご利用いただける施設となっております
ので、是非、これらの施設の利用をご検討ください。

2

災害対策として体育館に付属した厨房が欲しい。 ご意見、誠にありがとうございます。

P.140に記したように、福祉ゾーンに再整備する施設が福祉避難所と
しての役割を果たすことは、重要な課題であると考えております。福
祉避難所として必要な設備・仕様等につきましては、設計段階におい
て、防災担当課とともに検討していく予定です。

3

会議室でなく、水道設備や防音設備のある、習いごとやおた
のしみ会などにも使えるコミュニティスペースにしてほし
い。

ご意見、誠にありがとうございます。

会議室の設備・仕様につきましては、設計段階において具体的に検討
していく予定です。いただいたご意見も参考にして、検討していきま
す。

4

ホール南側に出入口を設け、ホールを福祉避難所として使用
できるようにして欲しい。

具体的なご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

P.121-122の再整備計画A案の箇所に記した通り、今回最適案としたA
案は、旧保健所跡地の高低差を利用した計画となっており、2階ホー
ル南側にも福祉避難所開設時及びホールでのイベント開催時に使用で
きる入口を設ける計画となっております。

5

災害避難時の障害者用として、多目的トイレをホール隣接の
ＷＣエリアに多数設けてほしい。

ご意見、誠にありがとうございます。

多目的トイレの数につきましては、今後の設計段階において、今回頂
いたご意見も参考にしつつ、具体的に検討していく予定です。

6

ホールを多様な人達の交流の場となるよう、防音設備を完備
し、演奏などを楽しむ設備も充実させてほしい。

ご意見、誠にありがとうございます。

ホールにて演奏をともなうイベントを開催したいというご意見につき
ましては、P.44に記した通り、計画策定中の調査においても既存施設
の利用団体より頂いております。設計段階のにおいてホールの仕様・
設備等につきましては、具体的に検討していく予定です。

7

駐車場が広すぎるので少し減らして体育館をつくってほし
い。福祉避難所としての利用もできると思います。

ご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

駐車場台数につきましては、再整備する施設内のホールでのイベント
開催等を考慮し、現時点ではおおよその台数として確保しておりま
す。設計段階において、より具体的に必要十分な駐車台数を検討して
いく予定です。
また、再整備する施設内のホールを中心に、福祉避難所としての役割
を果たせることができる計画としております。
なお、体育館につきましては、市内には、市立体育館と19箇所の地域
スポーツ会館があります。また、市立小中学校の体育館では、学校開
放を行っております。いずれの施設も市民の皆様にご利用いただける
施設となっておりますので、是非、これらの施設の利用をご検討くだ
さい。

大和郡山市福祉ゾーン再整備基本計画（案）に対する
　　　　パブリックコメントの結果について

１．募集期間　令和3年12月22日～令和4年1月21日

３．応募方法　メール7名、FAX5名、持参3名
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№ 寄せられた意見の要旨 意見に対する考え方

8

一般市民や子供たちも気軽に入れる場所になり、福祉や共生
社会を身近に考える場所になればいいと思います。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.107の「福祉ゾーン再整備にあたっての基本的な考え方（再整備コ
ンセプト）」の①に記した通り、「広く市民が気軽に立ち寄れる場所
とし、福祉に関する情報に触れる機会を作り出したり、多様な方々と
交流する機会を作り出したりすること」が、これからの大和郡山市に
ふさわしい福祉の拠点のあり方であると考えております。
今回の計画においては、施設内に誰もが利用できる飲食店などの「交
流ゾーン」を設けておりますが、より多くの方が気軽に立ち寄れる場
所となるように、設計段階においても引き続き検討していく予定で
す。

9

限られた人の利用する施設ではなく、広く市民が立ち寄れ
て、高齢者・子ども・障害のある人やない人も交流したり、
憩えたり（ほっとしたり）できる場所にしてほしい。

ご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

P.107の「福祉ゾーン再整備にあたっての基本的な考え方（再整備コ
ンセプト）」の①に記した通り、「広く市民が気軽に立ち寄れる場所
とし、福祉に関する情報に触れる機会を作り出したり、多様な方々と
交流する機会を作り出したりすること」が、これからの大和郡山市に
ふさわしい福祉の拠点のあり方であると考えております。
今回の計画においては、施設内に誰もが利用できる飲食店などの「交
流ゾーン」を設けておりますが、より多くの方が気軽に立ち寄れる場
所となるように、設計段階においても引き続き検討していく予定で
す。

10

誰もが気軽に集い、出会い、交流できる居場所となるような
（例えば、ふれあい交流センターのような）複合的機能を備
えた福祉ゾーンにしてほしい。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに整備する施設の主要諸室につきましては、基本計画検討
段階における様々な調査結果に基づき、設定しております。
また、P.107の福祉ゾーン再整備にあたっての基本的な考え方で「広
く市民が気軽に立ち寄れる場所」とするとありますが、その目指すと
ころは、市の福祉の充実・発展であるべきであると考えております。
福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、ふれあい交流センターのような施
設とする予定はありませんが、多くの市民の方々が気軽に立ち寄れる
施設にできるように引き続き検討していく予定です。

11

次世代（未来）に残せる夢と希望のある施設、ネーミング
（愛称）で呼べるようなシンボル的施設になれば素敵だなと
思います。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設の名称及び愛称につきましては、現時点
では未定です。今後の検討において、施設の名称及び愛称について、
その決め方から検討していきたいと考えております。

12

魅力ある施設にするには2,220㎡では足りない。160台も入
る駐車場の広さが本当に必要なのか検討をお願いします。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.26に記した通り、市は「大和郡山市公共施設等総合管理計画」を策
定し、公共施設マネジメントに取り組んでおります。その原則の一つ
として「施設保有量の抑制」が掲げられており、今回の福祉ゾーン再
整備基本計画策定においても、欠かすことのできない前提条件だと考
えております。
また、施設規模につきましては、基本計画検討段階における様々な調
査結果に基づき、必要な主要諸室を設定した後に適正規模を設定して
おります。駐車場を確保するために施設規模が小さくなっていること
はありません。
なお、駐車場台数につきましては、再整備する施設内のホールでのイ
ベント開催等を考慮し、現時点ではおおよその台数として確保してお
ります。設計段階において、施設の利用イメージをより具体化すると
ともに、必要十分な駐車台数を検討していく予定です。

13

現在のこの道路があることによって、敷地１と敷地２に分断
されて、再整備後の施設の適正規模が制約され小さくなって
いるように思われます。進入道路を東寄りか西寄りに付け替
えることによって、敷地１と敷地２を合わせて大きな敷地と
して福祉ゾーン再整備計画を見直していただくことを希望し
ます。

具体的なご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

福祉ゾーン中央の道路を施設再整備にともない付け替えることについ
ても基本計画検討段階において様々なパターンを検討しております。
検討の結果、今回の基本計画では道路の付け替えをせず、施設の再整
備を行うこととしております。
また、施設規模につきましては、基本計画検討段階における様々な調
査結果に基づき、必要な主要諸室を設定した後に適正規模を設定して
おります。敷地面積の制約から施設規模が小さくなっていることはあ
りません。
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№ 寄せられた意見の要旨 意見に対する考え方

14

発達支援について発達支援ゾーンという旧来の捉えではな
く、療育や相談機能も備えた市の中核施設とし、発達支援セ
ンターとして活動できる施設を望みます。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.25にある通り、「第6次大和郡山市障害福祉計画」に計画の成果目
標として、「令和5年度末までに児童発達支援センターを設置する」
と記されています。そのため、現在の「めばえ」につきましては機能
強化し、児童発達支援センターとする必要がありますが、どのように
機能強化していくかについて現在検討中です。児童発達支援センター
に関する機能については、福祉ゾーン再整備の設計段階で盛り込んで
いけたらと考えております。

15

ホールの他に避難所機能や「めばえ」の運動療育、市民のス
ポーツ、高齢者のフレイル予防、イベント等に活用できるミ
ニ体育館の併設をお願いします。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、体育館は設けないこととしており
ます。
再整備する施設は、施設内のホールを中心に、福祉避難所としての役
割を果たせることができる計画としております。前述の通り、「めば
え」につきましては機能強化し、児童発達支援センターとする必要が
ありますが、どのように機能強化していくかについて現在検討中で
す。児童発達支援センターに関する機能については、福祉ゾーン再整
備の設計段階で盛り込んでいけたらと考えております。
また、高齢者のフレイル予防につきましては、「介護予防普及啓発事
業」として「フレイル予防教室・会議予防教室」を開催しておりま
す。自治会などの団体からご近所の仲良しグループまで、様々な団体
で申し込みが可能で、皆様がお住まいのご近所で各種教室を受講する
ことができます。市が全額費用負担する教室もあります。このように
高齢者のフレイル予防等の福祉事業につきましては、皆様がお住まい
の地域で受けられるよう地域包括支援センター圏域での活動を拡充し
ております。機会があるようでしたら、是非、そちらの事業をご活用
いただければ幸いです。

16

福祉ゾーンに障害のある人や高齢者が職場体験したり、就労
したりできる場所を作ってほしい。

ご意見、誠にありがとうございます。

「交流ゾーン内の飲食店を障害のある方の就労場所とできないか」と
いうご意見が審議会の中で挙げられております。そのご意見を踏ま
え、P.116に記した通り、民間事業者へのヒアリング調査として、県
の郡山総合庁舎内で障がいのある者の就労の場としての飲食店を開設
している事業者にもヒアリング調査を実施しております。今後の設計
段階において、より具体的に検討していきたいと考えております。

17

障害のある人や高齢者の授産品、手作り品、野菜、工芸品な
どをミニマルシェのようなスペースが欲しい。

ご意見、誠にありがとうございます。

交流ゾーンの詳細な使用方法等につきましては、今後の設計段階にお
いて具体的に検討していく課題であると考えております。いただいた
ご提案をふまえ、建物や設備といったハード面だけでなく、そうした
場を活用してもらえる方々、そしてどのように運用していくのかと
いったソフトの面についてもあわせて具体的に検討していきたいと考
えております。

18

交流ゾーンの面積が全体の5%というのは狭いのではないか。 ご意見、誠にありがとうございます。

P.26に記した通り、市は「大和郡山市公共施設等総合管理計画」を策
定し、公共施設マネジメントに取り組んでおります。その原則の一つ
として「施設保有量の抑制」が掲げられており、今回の福祉ゾーン再
整備基本計画策定においても、欠かすことのできない前提条件だと考
えております。
また、施設規模につきましては、基本計画検討段階における様々な調
査結果に基づき、必要な主要諸室を設定しております。こうした検討
の結果、現時点での前提条件のもとでの必要十分な機能構成となって
いると考えております。
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№ 寄せられた意見の要旨 意見に対する考え方

19

飲食店では誰もが立ち寄ることはできないのではないか。 ご意見、誠にありがとうございます。

P.96の「社会福祉会館の問題点の抽出」のなかにある「新たな機能」
として求められている「人が滞在しやすくなるカフェスペースなどの
食事を提供する場所」を、福祉ゾーンを「広く市民が気軽に立ち寄れ
る場所」とするための仕掛けとして活用するという意図で交流ゾーン
内に飲食店を設けております。
今後、飲食店をどのような事業者に委託することが望ましいのかとい
うこととあわせて、できる限り多くの方が立ち寄りたくなる仕掛けと
なるよう検討していきたいと考えております。

20

新庁舎の設計にあたっては、障害のある人や子育て中の方な
ど、市民から寄せられたリクエストが取り入れられていると
のことです。福祉ゾーン再整備基本計画も、市民の誇り「シ
ビックプライド」として未来に残せるよう、再検討・再計画
を切にお願いします。

ご意見、誠にありがとうございます。

今回の福祉ゾーン再整備基本計画においても、各種ヒアリング調査の
実施、審議会での検討、そして今回のパブリックコメントなど、様々
な方法で広く市民の皆様のご意見を募集し、できる限り皆様のご意見
を反映できるよう努めてまいりました。今後の設計段階においても市
民の皆様のご意見を伺い、そして反映できるよう努めてまいります。

21

条件整理、問題の整理、基本的考え方、再整備計画案など、
すばらしい。よくこれだけうまくまとめられたものだと思い
ます。
個人的には今回の整備計画案の範疇から外れた部分の検討は
どうなんだろうかと思います。

ご意見、誠にありがとうございます。

今回の福祉ゾーン再整備基本計画策定にあたっては、できる限り幅広
い調査と検討を行うとともに、審議会での検討及びパブリックコメン
トの実施などによって様々な立場の方のご意見を伺い、反映できるよ
うに努めてまいりました。そうした取り組みよって福祉ゾーン再整備
を幅広くとらえ、基本計画を策定することができたと考えておりま
す。今後の検討においても、こうした取り組みを継続するとともに、
他部局との連携及び調整を行い、できる限り幅の広い検討を行ってい
きたいと考えております。

22

食堂、風呂、カラオケ及び囲碁将棋などの事業の継続を提案
します。現状通り無料としたいですが、実際には、仕方なく
ですが、「大和郡山市が他施設において高齢者向けに負担し
ている金額までは行政の負担とし、それ以上は有償にする」
しかないと思います。
また、利用料に関しては2022年度に調査検討調整を行い、
仮の利用単価を設定し、2023年度から既存施設での有料化
を提案します。

具体的なご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

P.109にあるように現在の老人福祉センターでの活動については、整
備後の施設においても継続していくとしています。
風呂、直営での食事の提供に関しては、費用、現在の利用実態など、
様々な面から検討した結果、再整備後の施設にはそうした機能を設け
ないという結論となりました。
施設の利用料金については、基本計画策定段階では十分な検討ができ
ておらず、今後の課題としております。検討の際には、今回ご提案い
ただいたご意見を参考に、有料化の是非や利用料金の設定だけでな
く、有料化への移行方法などについても検討していきたいと考えてお
ります。

23

利用者増加のための事業（幼児、ワクワクするところ、楽し
く気軽に健康が維持できるサービス）として「KEEP郡山」
による「高齢者向けの健康体操教室」を提案します。
内容は香芝市の「KEEP香芝」の様な「高齢者向け健康体操
（対面で、百歳体操より少し強く、いきいき元気体操よりも
少し弱い、脚力強化を中心に据えたストレッチ主体の健康体
操教室）」です。

具体的かつ幅広いご意見、誠にありがとうございます。

ご指摘の通り、大和郡山市では「いきいき百歳体操」、「いきいき元
気教室」など高齢者の健康維持増進のための、様々な取り組みを行っ
ております。こうした取り組みを継続するとともに拡充できるよう取
り組んでいきます。
福祉ゾーン再整備後の高齢者が立ち寄りたくなる仕掛けとして、ご提
案のような健康づくりの機会創出などが可能かどうかについて、今後
の設計段階以降で検討していきたいと考えております。

24

みなさんの協力をいただいて、コスト削減と工期短縮を目指
して、「再整備計画E案」を提案します。
E案は、計画書のB案と同じく社会福祉会館本館を耐震補強し
つつ大規模改修を行い、ホールを中止する案です。工事期間
中は、老人福祉センターの事業は縮小継続、社会福祉会館の
事業は老人福祉センター及び他の公共施設の活用によって
（縮小）継続する想定です。
他の案と同様にE案の概算工事費を算出すると8億3400万円
となります。

具体的かつ幅広いご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

福祉ゾーン再整備基本計画の検討において、既存施設を活用するB案
は、P.138の比較表にあるように、利用停止期間が発生する点と耐用
年数が短い点から、選択しておりません。
既存施設を活用することで再整備費は抑えられますが、耐用年数が短
くなるため、施設を使用する期間に対する再整備に係る費用は大きく
なります。仮に鉄筋コンクリートの耐用年数を80年としますと、既存
施設は築後約50年経過しておりますので、躯体の使用期限は残り30
年となります。つまり、新築と比較した場合約4割程度の期間しか使
用できないこととなり、整備費も使用可能期間と同程度とならない
と、B案が他の新築案と比べて優位にならないと考えております。
また、新たな案をご提案いただいた主な理由であるコスト削減と工期
短縮については、市としても福祉ゾーン再整備において重要な点だと
考えております。P.139の今後の課題にも記した通り、設計段階にお
いても継続して検討していきたいと考えております。

4



№ 寄せられた意見の要旨 意見に対する考え方

25

P.11他で「風呂サウナは管理が困難」とあります。昭和45年
の機器なのでそうなるのか、例えば、今の設備機器において
も管理が困難なのか？ご教示ください。

ご意見、誠にありがとうございます。

施設管理者からの意見としてP.11などに記しております。既存施設に
おいては、設備が古いことも一つの要因だと考えられますが、建築物
の中でも設備機器と水に頻繁に接する部分の仕上は、他に比べ更新期
間が短いという点から、維持管理、そして更新が、他の部分よりも困
難なっていることが大きな要因だと考えております。

26

P.11他で「事故のリスクがある」とあります。高齢者はあっ
ちでもこっちでもリスクがあります。「高齢者については事
故のリスクがあるので、公的浴場の運営から撤退すべし」と
いったような指針などがあるのでしょうか。ご教示くださ
い。

ご質問、誠にありがとうございます。

ご指摘ような指針等はありません。ただ、既存施設を管理運営する中
で、施設管理者が風呂とサウナが特にリスクが高いと考えているとい
うことだとご理解ください。
ご指摘の通り風呂とサウナだけでなく、高齢者にとっては様々な場面
で事故のリスクがあると思いますので、再整備後の福祉ゾーンでは、
高齢者をはじめ様々な方々に安心して利用できる場としていけるよ
う、継続して検討していきたいと考えております。

27

P.92の温浴施設の立地状況という箇所で「いずれも幹線道路
沿いにあり、本市からの利便性が高い状況にあるといえま
す」とあります。一方でP.15には「一般的な高齢者徒歩圏域
である500～700m以内には…」とあります。大和郡山の高齢
者にとって、利便性の高い距離とは何メートルでしょうか。
ご教示ください。

ご質問、誠にありがとうございます。

「大和郡山市立地適正化計画」においては、高齢者徒歩圏域を500～
700mと定義しており、その定義に基づき、現在の福祉ゾーンの利便
性の分析を行いましたが、高齢者といっても置かれた状況が様々であ
ることから、ご質問の様な「大和郡山の高齢者にとって利便性の高い
距離」は一概に定義できないと思います。
福祉ゾーン再整備後に市全域からの利用者が訪れていただきたいと考
えているため、徒歩で利用可能な方は限定的で、ほとんどの利用者は
自家用車もしくは公共交通機関を利用して福祉ゾーンを訪れることを
想定しています。そうした福祉ゾーンの利用状況を前提にすると、民
間温浴施設は利便性の高い立地状況にあると考えております。

28

P.92に公共浴場として、老人福祉センター、西田中町・新町
南共同浴場が記述されています。老人福祉センターの風呂
が、整備計画案のまま廃止となるかもしれないことからすれ
ば、この両施設も時間の問題で廃止方向になるのでしょう
か。ご教示ください。

ご質問、誠にありがとうございます。

西田中町共同浴場と新町南共同浴場の今後につきましては、廃止の方
向で関係機関・団体と調整しております。

29

日本人、特に高齢者は風呂が好きだと思っていて、多くの高
齢者に集まってもらう手っ取り早い方法は、市内の公民館等
に風呂を設置すれば、高齢者にとって健康維持効果があるの
ではないかと思います。市内の公民館等に風呂を設置する計
画はおありでしょうか。ご教示ください。

ご意見、誠にありがとうございます。

市内の公民館等に風呂を設置する計画はありません。

30

P.47に「65才以上人口と比較すると1.22%で、広く利用され
ているとは言えない」とありますが、市の考える広く利用さ
れる人数とは何人でしょうか。ご教示ください。

ご意見、誠にありがとうございます。

広く利用されているとされる人数は現状では定義されておりません。
再整備後の福祉ゾーンにおいて各種事業を実施していく中で、個別に
目標利用人数等の数値目標を設定し、多くの方々に利用してもらえる
ように取り組んでいきます。

31

P.98に「例えば、高齢者の趣味と活動の場といったテーマコ
ミュニティの場として再定義する…」とありますが、具体的
にイメージされている活動等がありましたら、ご教示くださ
い。

ご意見、誠にありがとうございます。

再整備後の福祉ゾーンの具体的な利用イメージや活動については、建
物等の具体的な検討とあわせて、市民の皆様とともに検討していきた
いと考えております。

32

P.98に「…“福祉ゾーンに通えば、楽しく気軽に健康が維持
できる”といったサービスを提供できれば…」とあります
が、大和郡山市でも他自治体の事例でも構いませんので、具
体的なイメージがあれば、ご教示いただきたいです。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンの具体的な利用イメージや活動については、今後検討して
いくことになります。その際には、市内の事例及び他自治体の事例も
参考にしながら、検討していきたいと考えております。
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33

私は、社会福祉会館本館を耐震補強しつつ大規模改修を行い
既存施設の健康維持活動を継続している新社会福祉会館を提
案しています。そこで考えないといけないのは、既存施設の
利用者をどのように増やしていくか、いかにして広く利用さ
れるようにしていくかだと思っています。そうした工夫につ
いて具体的なイメージがあるようでしたらご教示ください。

ご意見、誠にありがとうございます。

ご指摘の通り、既存施設を利用してくださっている方々は、再整備後
の福祉ゾーンにおいても大切にしたいと考えている方々です。そうし
た考えから既存施設で行われている活動については、できる限り再整
備後の福祉ゾーンにおいても実施できる基本計画を策定しておりま
す。
また、一方で、老人福祉センターにおいてはP.94にあるように「利用
者が少数で人間関係が固定化し、新たな利用者にとって利用しづらく
なっている可能性もある」などの、広く利用されるためには解決しな
ければならない課題もあります。こうした既存施設で利用者が増えな
かった課題については、具体的な利用イメージや活動を検討するなか
で、あわせて解決策を検討していきたいと考えております。

34

KEEP郡山により「高齢者向け健康体操教室」を提案してい
ます。目標人数は約28,000人の高齢者から約6,000人の要介
護・要支援認定者を除き、さらに百歳体操やいきいき元気体
操などの体操系の活動に参加されている約4,000人を除いた
約18,000人が対象で、そのうちの3割、約5,400人と考えて
おります。こうした活動へ参加される方を増やす方法につい
て、何かアドバイスがありましたら、よろしくご教示いただ
きたいです。

具体的かつ幅広いご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

市が実施している福祉施策においても利用者を増やす工夫について
は、日々検討しているところで、現状では特効薬の様な解決策は見い
だせていない状況だと考えております。こうした点については、市の
各部局、そして関係団体における参加者増加のための様々な取り組み
に関する情報共有を進め、福祉ゾーン再整備に関することだけでな
く、市の行う催しや関係団体の実施する取り組みにおいても少しずつ
参加者を増やしていけるよう取り組んでいきたいと考えております。

35

大和郡山市のボランティア連絡協議会のボランティア祭りの
参加者は、スタッフ42名、来場者152名でした。親子祭りの
参加人数、柳神くん祭の参加人数を教えていただきたい。
また、どうすればそれだけの参加者が得られるのかについて
も、ご教示、よろしくお願いいたします。

ご質問、誠にありがとうございます。

直近では親子まつりは令和元年に開催し参加人数は約１万人、柳神く
ん祭りは令和3年に開催し、参加人数は約1万4千人となっておりま
す。親子祭りについては、郡山城跡を会場として、長年市民に親しま
れたお祭りであり、市民の手づくりによって開催されています。柳神
くん祭りについては、柳町商店街の皆様が地元を盛り上げたいという
思いで平成26年度から毎年開催されています。どちらも工夫を加えな
がら継続して開催することで広く認知され、多くの方々に参加してい
ただけるイベントとなったと考えております。

36

P.114に「利用料に関する検討」がありますが、大和郡山市
は高齢者一人に対していくらまで負担してくれるのでしょう
か。ご教示ください。

ご意見、誠にありがとうございます。

市の財政において負担を許容できる額というのは、明確に設定できる
ものではないと考えております。
負担許容額は明確に設定できませんが、行財政を取り巻く厳しい環境
に対して的確に対応する必要があることは変わらないため、大和郡山
市では、スリムで効率的な行財政システムを確立・推進するとともに
市民サービスの一層の向上を目指す取り組み「リメイク大和郡山市プ
ロジェクト」を平成18年度から行っております。

37

P.122のA案で各会議室を有料の会議室と考えると、それこそ
民業圧迫の懸念があるのではないでしょうか。

ご意見、誠にありがとうございます。

民間の貸し会議室については、大和郡山市においてはまだまだ少ない
状況かと思います。また、本計画策定のために実施したヒアリング調
査では、P.44にあるようにボランティア団体の多くは、資金面の援助
を必要としている状況です。
既存施設利用者の活動をできる限り維持するということに合わせて、
民間事業者の状況やボランティア団体の状況を考慮し、活動の場とな
るスペースを福祉ゾーンに設けることとしております。
なお、施設有料化の検討の際には、利用団体の財政状況も鑑み、慎重
に進めていく必要があるとも考えております。

38

P.120に福祉避難所としての役割が記述されています。ホー
ルは300㎡ですが、なぜ市役所の交流館にしないでしょう
か。

ご意見、誠にありがとうございます。

現状で市内の福祉避難所は、老人福祉センター、社会福祉会館、奈良
県立盲学校、奈良県立ろう学校の４施設が指定されており、この機能
を再整備後も引き続き福祉ゾーンで担うという考えで、基本計画を策
定しております。
また、福祉避難所として十分に機能させるためには、P.120に記した
通り大人数を収容できる避難所の他に療養室や救護室などの諸室が必
要となること、福祉ゾーンに社会福祉協議会の事務所があることなど
から、市役所の交流館よりも福祉ゾーンに再整備する施設を福祉避難
所とする方が適していると考えております。
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39

いっそ社会福祉協議会自体が市役所の中に入ってしまえば、
新社会福祉会館の建設工事費の節約となるのではないでしょ
うか。

ご意見、誠にありがとうございます。

ご存じの通り、現在建設中の新市庁舎に社会福祉協議会の事務室は計
画されておりません。
市が中心となって進める「大和郡山市地域福祉計画」と社会福祉協議
会が中心となる「大和郡山市地域福祉活動計画」を一体的に策定し、
現在様々な取り組みを行っていることからもご理解いただけると思い
ますが、社会福祉協議会は市の福祉施策において重要なパートナーだ
と考えております。そうした主体が福祉ゾーンに事務所を構えている
ことは、市の福祉施策を推進するにあたって重要なことであると考え
ております。

40

今回提出したような、福祉ゾーン再整備基本計画の範疇にお
さまらない視野の広い意見は、市のどの部局に提出すればよ
いでしょうか。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーン再整備基本計画の範疇におさまらない、幅の広いご意見や
ご提案、誠にありがとうございます。
大和郡山市では市のホームページ上のフォームにて、市政に関するご
意見を受付けております。こちらを活用して、ご意見やご提案をいた
だければと思います。

41

整備計画案作成にあたり、何か市の方から依頼された条件の
様な事項はあったのでしょうか。あるようでしたら可能な範
囲で教えてください。

ご意見、誠にありがとうございます。

基本計画策定にあたっては、「大和郡山市福祉ゾーン整備審議会」に
諮問したうえで進めております。審議会においては委員の皆様がそれ
ぞれの立場から自由に意見を延べ、検討していただいております。
市が委員の皆様に何かの条件を依頼するようなことはありません。

42

地域自立支援協議会3部会で、以前要望・ニーズを話し合い
提出したが、審議会に反映されていない。

ご意見、誠にありがとうございます。

審議会では毎回議題ごとに委員各位からご意見をいただき、検討をす
すめて参りました。ただ、本審議会の主な目的は福祉ゾーンの在り方
を検討することであり、旧保健所跡地に適正規模規模約2,220㎡の新
たな福祉施設を建設するということで意見がまとまりました。各案に
示した間取りはあくまで参考であり、設備機能や詳細については今後
設計段階において、市民の皆様の意見をうかがい、反映できるよう努
めてまいります。

43

子どもや高齢者、障害者誰もが集える空間「福祉ゾーン」の
構築に対して夢を描いていたが、計画は単なる社会福祉会館
の建て替えのイメージと感じた。個人的には別棟で建設して
いただきたいと思う。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.107の「福祉ゾーン再整備にあたっての基本的な考え方（再整備コ
ンセプト）」の①に記した通り、「広く市民が気軽に立ち寄れる場所
とし、福祉に関する情報に触れる機会を作り出したり、多様な方々と
交流する機会を作り出したりすること」が、これからの大和郡山市に
ふさわしい福祉の拠点のあり方であると考えております。
また、P.108の「既存施設再整備にあたっての基本的な考え方」の①
に記した通り、再整備コンセプトを効果的かつ効率的に実現するため
に既存施設を複合化して再整備する計画としております。
単なる社会福祉会館の建て替えでないことをご理解いただけるよう、
今後の検討及び説明に努めてまいります。

44

ボランティア団体には、聞き取りをされているようだが、障
害者団体も社会福祉会館を利用しており、聞き取りがなかっ
た。

ご意見、誠にありがとうございます。

計画検討段階で聞き取りの機会を設けることができず、申し訳ござい
ませんでした。
今回、パブリックコメントという機会を活用して、貴重なご意見、ご
提案をいただきましたので、福祉ゾーン再整備に役立てられるように
検討していきたいと考えております。

45

立地的にも駅から遠く、市民にとって魅力ある空間であるた
めには、何か仕掛けが必要だと感じた。

ご意見、誠にありがとうございます。

基本計画には、気軽に立ち寄れる仕掛けとして交流ゾーンを設けてお
りますが、市民にとって魅力ある空間とするためにはハード面の仕掛
けとともに、利用や運用の方法も重要だと考えております。今後の設
計段階においては建物や設備といったハード面の検討とあわせて、ソ
フト面の検討を行い、より多くの市民の皆様が魅力を感じられる福祉
ゾーンとなるよう努めてまいります。
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46

貸し部屋については使いやすい手続きをお願いしたい。 ご意見、誠にありがとうございます。

P.96の「社会福祉会館の問題点の抽出」のなかの「その他」の欄に
「施設予約の方法に改善に関する要望がある」とあるように、手続き
の改善に関しても多くのご意見をいただいております。設計段階にお
いて、建物の設計とあわせて施設の運用面についても検討し、より良
い施設となるよう努めてまいります。

47

障害者駐車場には、両横のスペースの他後ろ側にもスペース
が必要。十分すぎる駐車場があるが、高低差があるため、建
物の入り口近くに屋根付きの障害者駐車場が必要。2階の
ホールは、福祉避難所になるので、ホール側にも駐車できる
場所が欲しい。

ご意見、誠にありがとうございます。

障害者駐車場のあり方については、審議会でもご意見をいただいてお
ります。駐車場につきましては、再整備する施設内のホールでのイベ
ント開催等を考慮し、おおよその台数として確保している段階ですの
で、設計段階において、より具体的に必要十分な駐車台数を検討する
ともに、障がい者駐車場の台数及び形式等についても具体的に検討し
ていく予定です。

48

ホールに直接入れるようにして欲しい。（災害時停電となれ
ばエレベーターは動かない。）
また、災害時の避難所にするには、停電を回避するためソー
ラーパネルを設置してほしい。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.121-122の再整備計画A案の箇所に記した通り、今回最適案としたA
案は、旧保健所跡地の高低差を利用した計画となっており、2階ホー
ル南側にも福祉避難所開設時及びホールでのイベント開催時に使用で
きる入口を設ける計画となっております。
P.140に記したように、福祉ゾーンに再整備する施設が福祉避難所と
しての役割を果たすことは、重要な課題であると考えております。福
祉避難所として必要な設備・仕様等につきましては、設計段階におい
て、防災担当課とともに検討していく予定です。

49

障害者トイレには、大人用おむつ交換ができるベッドの設
置。
エレベーターは車いす２台を載せられるくらいの幅と、奥行
きのあるスペースが欲しい。通常の車いすより大きな個別仕
様の車いすを利用する方が多いため。

ご意見、誠にありがとうございます。

建物内の設備・仕様につきましては、設計段階において具体的に検討
していく予定です。いただいたご意見も参考にして、検討していきた
いと考えております。

50

飲食店が入るのは良いと思うが、経営できるかどうか。別に
厨房室があればよい。災害時避難所にも役立つ。

ご意見、誠にありがとうございます。

公共施設内の飲食店が経営が難しく撤退した事例があることは、市と
しても認識しております。そのためP.116にあるように民間事業者ヒ
アリング調査として、公共施設内で飲食店が成り立つ条件を調査しま
した。この点につきましては設計段階においても引き続き検討してい
く予定です。
また、P.140に記したように、福祉ゾーンに再整備する施設が福祉避
難所としての役割を果たすことは、重要な課題であると考えておりま
す。福祉避難所として必要な設備・仕様等につきましては、設計段階
において、防災担当課とともに検討していく予定です。

51

視聴覚室を設置してほしい。パワーポイントや映画がみられ
る設備、防音設備があればよい。（ただし老人センターで行
われていたカラオケはやめてほしい）
図画工作やモノづくり政策ができる部屋の設置。（洗面台設
置）
Wifi環境の整備

ご意見、誠にありがとうございます。

会議室の設備・仕様につきましては、設計段階において具体的に検討
していく予定です。ただいたご意見も参考にして、検討していきたい
と考えております。

52

日が差し込む明るい空間イメージで。今の社会福祉会館はと
にかく暗い。

ご意見、誠にありがとうございます。

「今の社会福祉会館が暗い」というご意見については、本計画検討中
の様々な調査において、多くの方々からいただいております。その調
査結果としまして、P.96の「社会福祉会館の問題点の抽出」のなかに
「新たな機能」として「明るく、分かりやすく、誰もが立ち寄りたく
なる活気が感じられるオープンな施設」と記しております。この点は
再整備の前提ととらえ、引き続き検討を続けていきます。
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53

「めばえ」に事務室と活動室しかなく、とても残念。個別の
市道ができる部屋の確保や子ども用トイレ（排泄の練習のた
め）、発達支援センターの設置が福祉計画にあることから、
別棟で建設した方がよいのでは。この棟に親や子どもが集え
る空間（ぽぷら座談会・わくわくキッズひろば問う）や３支
援センターを設置してはどうか。
また、３支援センターは社協の事務室と分けてほしい。

ご意見、誠にありがとうございます。

ご指摘の通り、「第6次大和郡山市障害福祉計画」に計画の成果目標
として、「令和5年度末までに児童発達支援センターを設置する」と
記されています。そのため、現在の「めばえ」につきましては機能強
化し、児童発達支援センターとする必要がありますが、どのように機
能強化していくかについて現在検討中です。児童発達支援センターに
関する機能については、福祉ゾーン再整備の設計段階で盛り込んでい
けたらと考えております。
検討の過程においては、審議会での検討、社会福祉協議会との協議
等、様々立場の方々のご意見を伺ったうえでの結論であるため、市と
しては、３支援センターと社会福祉協議会の事務室を合わせることは
問題はないと考えております。

54

傾斜ととはいえ、市の福祉ゾーン一帯の再開発なので、道幅
の統一や歩道がある美しい道に整備すること。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーン一帯は風致地区に指定されているため、豊かな景観形成が
不可欠であると考えております。P.107の「再整備にあたっての基本
的な考え方」の「②まちづくりへの貢献」にも記した通り、福祉ゾー
ン整備によって、地域の安心安全な生活環境づくりと豊かな景観形成
を目指していきます。いただいたご意見をふまえ、より詳細な検討を
行う設計段階においては、福祉ゾーン内の道路の景観形成についても
具体的に検討していきたいと考えております。

55

道路には街路樹を設け、街路樹はその目的に合う樹種を選
び、管理費用（保全管理費等）もそれらに合った費用で計算
すること。
地球温暖化防止のためにも緑豊かな樹木がより一層まちに必
要です。こうした目的を果たしていない街路樹が多くみられ
る。横浜市の「道路維持・管理・Q&A」の「樹木の剪定、刈
込」を参考にしてほしい。
建物の冷房負荷抑制のために、建物に影をつくる木を植える
こと。
駐車場は緑地と一体に整備し、駐車場内部にもかけをつくり
木を植えること。

具体的なご意見、ご提案、ありがとうございます。

市では平成14年より「大和郡山市地球温暖化対策推進事業計画書」を
定め、設定したCO2削減の数値目標を達成できるよう様々な取り組み
を行っており、地球温暖化対策は今回の福祉ゾーン再整備においても
欠かせない視点であると考えております。
いただいたご意見をふまえ、より詳細な検討を行う設計段階において
は、建物だけでなく福祉ゾーン全体で地球温暖化対策に資することが
できるよう取り組んでいきたいと考えております。

56

各ボランティア団体などに直接ヒアリングがされています
が、障害当事者には自立支援協議会による取りまとめで提出
していただいたが、直接のヒアリングはしていただいていな
い。課題整理で当事者の意見を反映していただくとのことで
すが、基本設計が決まった後では手遅れになる部分もありま
す。

ご意見、誠にありがとうございます。

すべての利用者団体にヒアリングすることができず申し訳ありませ
ん。
審議会では毎回議題ごとに委員のみなさまからご意見をいただき、検
討をすすめて参りました。ただ、本審議会の主な目的は福祉ゾーンの
在り方を検討することであり、旧保健所跡地に適正規模規模約2,220
㎡の新たな福祉施設を建設するということで意見がまとまりました。
各案に示した間取りはあくまで参考であり、設備機能や詳細について
は今後設計段階において、市民の皆様の意見をうかがい、反映できる
よう努めてまいります。

57

建物の広さ、間取りはコンパクトにまとめられていますが、
2220㎡では現状維持としかいえない狭さです。地域福祉の
拠点として将来の施策への展望を示してほしいと思いまし
た。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.26に記した通り、市は「大和郡山市公共施設等総合管理計画」を策
定し、公共施設マネジメントに取り組んでおります。その原則の一つ
として「施設保有量の抑制」が掲げられており、今回の福祉ゾーン再
整備基本計画策定においても、欠かすことのできない前提条件だと考
えております。
また、施設規模につきましては、基本計画検討段階における様々な調
査結果に基づき、必要な主要諸室と適正規模を設定しており、必要十
分な施設計画だと考えております。

58

めばえが現状の面積では発達支援センターの役割は無理だと
思います。課題にも掲げられているので厚生福祉課で是非と
もしっかり方策をつくっていただきたいです。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.25にある通り、「第6次大和郡山市障害福祉計画」に計画の成果目
標として、「令和5年度末までに児童発達支援センターを設置する」
と記されています。そのため、現在の「めばえ」につきましては機能
強化し、児童発達支援センターとする必要がありますが、どのように
機能強化していくかについて現在検討中です。児童発達支援センター
に関する機能については、福祉ゾーン再整備の設計段階で盛り込んで
いけたらと考えております。
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59

ミニ体育館を併設していただけると、障害者の活動や高齢者
の軽スポーツ、健康づくり、めばえの療育にも利用できま
す。また、ＡＳＵ（不登校児の通学施設が法務局の敷地に造
られると聞いています）の子たちの活動にも利用できます。
ＡＳＵも福祉ゾーンに含めればいいと思います。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、体育館は設けないこととしており
ます。
福祉ゾーンに再整備する施設内のホールにおいて、運動を含めたどう
いった活動まで可能とするのかにつきましては、今後の設計段階にお
いて、設備や仕様等の検討とあわせて検討させていただきます。
なお、市内には、市立体育館と19箇所の地域スポーツ会館がありま
す。また、市立小中学校の体育館では、学校開放を行っております。
いずれの施設も市民の皆様にご利用いただける施設となっております
ので、是非、これらの施設をご利用ください。
また、ご指摘の通り、ASUが旧法務局跡地に令和4年度以降の完成に
向けて、現在設計中です。現時点では、ASUの敷地は福祉ゾーンに含
まれておりませんが、隣接した敷地であることなどから、どのような
連携が可能かについて、担当課とともに検討していきたいと考えてお
ります。

60

障害者の相談支援センターは社協と組織がちがうので独立し
たスペースがいるのではないでしょうか。保護司の部屋も同
じく。社協の事務室に入れてしまうのはおかしいです。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しております。また、検討の過程において
は、審議会での検討、社会福祉協議会との協議等、様々立場の方々の
ご意見を伺ったうえでの結論であるため、市としては、問題はないと
考えております。

61

Ａ案では広さが足りません。駐車場はそれほど必要ないと思
います。Ｄ案を基にもっと余裕のある施設にして下さい。Ｄ
案で問題となる利用停止期間は老人センターに事務所を移す
などしてはどうでしょうか？

ご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

P.26に記した通り、市は「大和郡山市公共施設等総合管理計画」を策
定し、公共施設マネジメントに取り組んでおります。その原則の一つ
として「施設保有量の抑制」が掲げられており、今回の福祉ゾーン再
整備基本計画策定においても、欠かすことのできない前提条件だと考
えております。
また、施設規模につきましては、基本計画検討段階における様々な調
査結果に基づき、必要な主要諸室と適正規模を設定しております。駐
車場を確保するために施設規模が小さくなっていることはありませ
ん。
なお、駐車場台数につきましては、再整備する施設内のホールでのイ
ベント開催等を考慮し、現時点ではおおよその台数として確保してお
ります。設計段階において、施設の利用イメージをより具体化すると
ともに、必要十分な駐車台数を検討していく予定です。

62

建物の周辺は緑化として芝生かミニ公園があれば美しいと思
います。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンは風致地区内にあり、緑化率についても規制がございま
す。そのためできるだけ緑を活かした整備が必要であり、設計段階に
おいて検討してまいります。

63

老人センターはなくなるが、（入浴や食事はともかく）交流
や娯楽の役割も持っていたし、個人で自由に来られていた方
への配慮はどうなりますか？いろんな人が自由に立ち寄れる
オープンスペースを広くとったり、会議室をカラオケやクラ
ブ活動に使ったりできるようになればいいと思います。

ご意見、誠にありがとうございます。

効率的かつ効果的に既存施設の再整備を行うため、老人福祉センター
と社会福祉会館を複合化した施設を計画しております。P.109の「再
整備後の利用イメージの設定」のなかの「老人福祉センターでの活
動」にあるように、現在老人福祉センターで実施されている活動につ
いては、再整備後の施設で実施していただく予定です。

64

再整備コンセプトの内容に沿うためにはA案よりD案の方が
いいと考えます。敷地面積が広く、今後検討する際にあがっ
てくるような意見・アイデアに対して物理的に融通がきくと
思います。P138の表にも「D案は長所が多い案」とありま
す。利用停止期間が生じる不便さを我慢してもD案が良いと
思います。

ご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

どの計画案が良いのかという点については、審議会においても様々な
議論が行われました。様々な議論の結果、利用停止期間がないという
点を重視し、A案が最適であるという結論としております。
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65

P112社会福祉会館体育館棟について「活用可能性がない」
となっていますが、通年スポーツ活動で利用させていただい
ており、無くなると困ります。災害時も有効に使用できると
思いますし、体育館は必要です。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、体育館は設けないこととしており
ます。
なお、市内には、市立体育館と19箇所の地域スポーツ会館がありま
す。また、市立小中学校の体育館では、学校開放を行っております。
いずれの施設も市民の皆様にご利用いただける施設となっております
ので、是非、これらの施設の利用をご検討ください。
また、P.140に記したように、福祉ゾーンに再整備する施設が福祉避
難所としての役割を果たすことは、重要な課題であると考えており、
施設内のホールを中心に、福祉避難所としての役割を果たせることが
できる計画としております。

66

調理室などの厨房設備は欲しいです。子供から年配の方まで
季節の行事や料理教室の開催など利用範囲は広いですし、災
害時にも活用できます。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、調理室は設けないこととしており
ます。また、福祉避難所として必要な設備・仕様等につきましては、
設計段階において、防災担当課とともに検討していく予定です。
なお、市内には、三の丸会館など6か所の公民館に調理室が整備され
ております。いずれの施設も市民の皆様にご利用いただける施設と
なっておりますので、是非、これらの施設をご利用ください。

67

今後の課題の検討の際にも市民・利用者（ボランティア団
体、福祉団体、障害者団体など幅広く）からの意見や思いを
ヒアリングや懇談などの形で開きながらすすめていただけた
らと願います。

ご意見、誠にありがとうございます。

設計段階等、今後の検討においても、できる限り広く市民の皆様のご
意見をお伺いする機会を設け、福祉ゾーン再整備に反映していきたい
と考えております。その際にも是非、ご協力をお願いいたします。

68

発達支援センターは、今後重要な役割を果たす大切な機関と
なります。民間にも類似施設はありますが、内容も質も異な
り、自ら調べることが困難な状況です。
発達支援センターのあり方として、市内の療育施設や児童発
達支援、放課後デイサービス等の管理、指導、講習などを
担って欲しいと思います。そして、様々な専門職が常駐し、
いつでもここに行けば大丈夫、さらに様々な困りごとを長く
継続的にみてもらえる発達支援センターを希望します。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.25にある通り、「第6次大和郡山市障害福祉計画」に計画の成果目
標として、「令和5年度末までに児童発達支援センターを設置する」
と記されています。そのため、現在の「めばえ」につきましては機能
強化し、児童発達支援センターとする必要がありますが、どのように
機能強化していくかについて現在検討中です。児童発達支援センター
に関する機能については、福祉ゾーン再整備の設計段階で盛り込んで
いけたらと考えております。

69

障がい者の施設や作業所などでつくっているお菓子やコー
ヒーなどを販売できるコーナーを設けて欲しい。

ご意見、誠にありがとうございます。

交流ゾーンの詳細なな使用方法等につきましては、今後の設計段階に
おいて具体的に検討していく課題であると考えております。いただい
たご提案をふまえ、建物や設備といったハード面だけでなく、そうし
た場を活用してもらえる方々、そしてどのように運用していくのかと
いったソフトの面についてもあわせて具体的に検討していきたいと考
えております。

70

子ども食堂の場としての利用はぜひお願いしたい。子ども食
堂を開くうえで場所がないということが一番の課題ではない
か。

ご意見、誠にありがとうございます。

審議会において「飲食店を活用して子ども食堂を開くことはできない
か」という意見をいただいております。設計段階においては、今回い
ただいたご意見もあわせて、建物や設備といったハード面だけでな
く、そうした場を活用してもらえる方々、そしてどのように運用して
いくのかといったソフトの面についてもあわせて具体的に検討してい
きたいと考えております。

71

福祉ゾーンには、高齢者、障がい者のサロンなども開けるよ
うな調理スペースと居場所があるといい。

ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、調理室は設けないこととしており
ます。
なお、市内には、三の丸会館など6か所の公民館に調理室が整備され
ております。いずれの施設も市民の皆様にご利用いただける施設と
なっておりますので、是非、これらの施設をご利用ください。
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72

盲、ろうの二重の障害をもつ者でも安心に行けるように整備
をお願いします。通訳介助者の同伴でいく必要がありますの
で、玄関、部屋の入口の幅を広く確保してください。また、
通路は盲ろう者と通訳介助者の２組でもすれ違いができるよ
うな幅の確保をお願いします。
案内板に展示と凸凹の図をつけてください。また、文字が小
さく見えにくい方もいるので、太字を掲示してください。

具体的なご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

建物内の設備・仕様につきましては、設計段階において具体的に検討
していく予定です。ただいたご意見も参考にして、検討していきま
す。

73

車いす対応トイレなどは、定期的な更新を考慮したものとし
てください。

ご意見、誠にありがとうございます。

「建物の更新が容易かどうか」という点については、市としても重要
な視点であると考えております。今後の検討においては、いただいた
ご意見も参考に、具体的な検討を行っていきます。

74

全館にWifiをつけてほしい。ヒアリングループを設置してほ
しい。エレベーターやトイレなど聴覚障害者が一人で利用し
ても安心できるようにしてほしい。非常時の避難口を示す誘
導灯を通路床に設置してください。

具体的なご意見、ご提案、誠にありがとうございます。

建物内の設備・仕様につきましては、設計段階において具体的に検討
していく予定です。ただいたご意見も参考にして、検討していきま
す。

75

屋上を憩いの場として開放してほしい。花火大会などを鑑賞
する、バーベキュー大会を実施するなど、憩いの場として活
用できると思っています。

ご意見、誠にありがとうございます。

屋上部分の活用につきましては、いただいたご意見も参考にしなが
ら、今後の設計段階において検討させていただきます。

76

飲食店を常設する案には賛成ですが、そのほかに障害者団体
が制作したグッズを販売できるスペースも設けてください。

ご意見、誠にありがとうございます。

交流ゾーンの詳細な使用方法等につきましては、今後の設計段階にお
いて具体的に検討していく課題であると考えております。いただいた
ご提案をふまえ、建物や設備といったハード面だけでなく、そうした
場を活用してもらえる方々、そしてどのように運用していくのかと
いったソフトの面についてもあわせて具体的に検討していきたいと考
えております。

77

福祉避難所として、視聴覚障害者のための情報保障のための
機器、手話通訳者派遣など聴覚障害者支援のための拠点のと
なる諸室が必要です。
また、そこには日ごろから聴覚障害者の支援を集約する機能
を持たせてもらいたいです。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.140に記したように、福祉ゾーンに再整備する施設が福祉避難所と
しての役割を果たすことは、重要な課題であると考えております。福
祉避難所として必要な設備・仕様等につきましては、設計段階におい
て、防災担当課とともに検討していく予定です。

78

大和郡山市は手話言語条例を県内で最初に制定した市なの
で、そのことを周知するための専用のスペースがあればよい
と思います。そこに手話を普及するための資料を常備するな
ど、手話普及のためのスペースを用意してください。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.107の「福祉ゾーン再整備にあたっての基本的な考え方（再整備コ
ンセプト）」の①に記した通り、「広く市民が気軽に立ち寄れる場所
とし、福祉に関する情報に触れる機会を作り出したり、多様な方々と
交流する機会を作り出したりすること」が、これからの大和郡山市に
ふさわしい福祉の拠点のあり方であると考えております。
市の手話言語条例に関する情報の周知、手話普及のためのスペースに
つきましては、今回いただいたご意見を踏まえ、設計段階において検
討していきます。

79

ボランティアの活動する場所は確保されていますが、障害者
が活動する場所の明記がありません。障害者が安心して活動
できる場をきちんと確保してほしいです。

ご意見、誠にありがとうございます。

障害のある方にとって、既存の社会福祉会館以上に安心して活動でき
る場となるように、継続して検討していきたいと考えております。
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80

適正規模と算出された2220㎡では狭い。せっかく保健所跡
地を購入したのに駐車場が必要以上に広く、市民が気軽に立
ち寄れる交流スペースも少ない。スポーツができる場所や厨
房も必要です。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.26に記した通り、市は「大和郡山市公共施設等総合管理計画」を策
定し、公共施設マネジメントに取り組んでおります。その原則の一つ
として「施設保有量の抑制」が掲げられており、今回の福祉ゾーン再
整備基本計画策定においても、欠かすことのできない前提条件だと考
えております。
施設規模につきましては、基本計画検討段階における様々な調査結果
に基づき、必要な主要諸室と適正規模を設定しております。駐車場を
確保するために施設規模が小さくなっていることはありません。
また、駐車場台数につきましては、再整備する施設内のホールでのイ
ベント開催等を考慮し、おおよその台数として確保しております。設
計段階において、より具体的に必要十分な駐車台数を検討していく予
定です。

福祉ゾーンに再整備する施設に設ける諸室つきましては、計画書
（案）に記されている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調
査結果に基づき設定しており、体育館及び調理室は設けないこととし
ております。
なお、体育館は市内に、市立体育館と19箇所の地域スポーツ会館があ
り、調理室は三の丸会館など6か所の公民館に整備されております。
また、市立小中学校の体育館では、学校開放を行っております。いず
れの施設も市民の皆様にご利用いただける施設となっておりますの
で、是非、これらの施設をご利用ください。

81

今後の課題の中にめばえの機能強化や福祉ゾーンに集約すべ
き機能が他にもないかなど、引き続き検討必要と記載があり
ます。Ａ案は建蔽率の関係で建物を広げられず、機能強化が
必要となってもスペースが取れません。

ご意見誠にありがとうございます。

今回策定した福祉ゾーン再整備基本計画(案)については、現時点での
前提条件をもとにした計画と考えております。他の公共施設を福祉
ゾーンに集約化する必要がでてくるなど、福祉ゾーン再整備基本計画
に関する前提条件が変わるようなことがあれば、改めて検討する必要
があると考えております。

82

建物だけでなく中身を充実させてください。拠点としての機
能がなければ福祉の拠点にはなれません。自立支援協議会で
話し合っている拠点整備の、必要だけど進まない機能をここ
で実現することも考えてください。

ご意見、誠にありがとうございます。

審議会では毎回議題ごとに委員のみなさまからご意見をいただき、検
討をすすめて参りました。ただ、本審議会の主な目的は福祉ゾーンの
在り方を検討することであり、旧保健所跡地に適正規模規模約2,220
㎡の新たな福祉施設を建設するということで意見がまとまりました。
各案に示した間取りはあくまで参考であり、設備機能や詳細について
は今後設計段階において、市民の皆様の意見をうかがい、反映できる
よう努めてまいります。

83

福祉ゾーンに児童発達支援センターができれば、明るい未来
を感じられます。

ご意見、誠にありがとうございます。

P.25にある通り、「第6次大和郡山市障害福祉計画」に計画の成果目
標として、「令和5年度末までに児童発達支援センターを設置する」
と記されています。そのため、現在の「めばえ」につきましては機能
強化し、児童発達支援センターとする必要がありますが、どのように
機能強化していくかについて現在検討中です。児童発達支援センター
に関する機能については、福祉ゾーン再整備の設計段階で盛り込んで
いけたらと考えております。

84

内部に画面を設置し、緊急時に手話で話せるなど聴覚障害者
が一人で乗っても安心できるエレベーターにしてほしい。ト
イレの緊急呼び出しが見えるように表示灯を設置してほし
い。受付や窓口に見えやすいよう大きな電光掲示板を設置し
てほしい。非常時の避難口を示す誘導灯を通路にも設置して
ほしい。受付に手話通訳者を配置してほしい。駐車場は警備
員との円滑な意思疎通ができ、スムーズに駐車できるように
してほしい。全館にWifiをつけてほしい。ヒアリングループ
を設置してほしい。

ご意見、誠にありがとうございます。

建物内の設備・仕様につきましては、設計段階において具体的に検討
していく予定です。ただいたご意見も参考にして、検討していきま
す。

85

聴言室を確保したい。 ご意見、誠にありがとうございます。

福祉ゾーンに再整備する施設につきましては、計画書（案）に記され
ている通り、既存施設及び周辺施設に関する様々な調査結果に基づ
き、その必要機能を設定しており、聴言室は設けないこととしており
ます。
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86

手話通訳課を創設してほしい。 ご意見、誠にありがとうございます。

現在、検討はしておりません。

87

屋上を憩いの場として開放してほしい。 ご意見、誠にありがとうございます。

屋上部分の活用につきましては、いただいたご意見も参考にしなが
ら、今後の設計段階において検討させていただきます。

88

避難所は聴覚障害者が使いやすいところにしてほしい。 ご意見、誠にありがとうございます。

P.140に記したように、福祉ゾーンに再整備する施設が福祉避難所と
しての役割を果たすことは、重要な課題であると考えております。福
祉避難所として必要な設備・仕様等につきましては、設計段階におい
て、防災担当課とともに検討していく予定です。

89

基本計画書（案）は再整備にあたっての基本的な考え方にも
文書的には記されているが、「この提示された案は大和郡山
市の実態を反映されていない」、「組織の在り方にも問題が
ある」という点から、程遠いものを感じる。

ご意見、誠にありがとうございます。

市政に対するご意見ありがとうございます。設計段階等、今後の検討
においても、できる限り広く市民の皆様のご意見をお伺いする機会を
設け、福祉ゾーン再整備に反映していきたいと考えております。その
際にも是非、ご協力をお願いいたします。
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